




内　容

参加者

会　場

日　時

「学校づくりの事例紹介」、「整備方針についての感想共有」、「展示観覧と個人ワーク」
「グループワーク：新しい学校で何ができる？」など

市民22名（地域の方や保護者など）
御所市防災交流館Mimoro(ミモーロ)　 2Fふれあい・交流スペースA・B
2025年９月７日（日） ワークショップ 10:00 ～ 12:30 ／ 展示の観覧等 10:00 ～ 15:00

市民 ワークショップ

ワークショップの冒頭では、これまでの子どもや教職員のワークショップの結果（作品や
パネル）を展示し、それらの内容を把握しました。また、地域連携で有名な義務教育学校
の先進事例の取組についてもレクチャーがあり、学びを深めました。

これまでの経緯や

学校づくりの

先進事例を学ぶ
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ワークショップの参加者からは、新しい学校への期待についても数多くの意見が出
されました。それぞれのグループからの主な意見には以下のようなものがありま
した。

グループワークでは4つのテーブルに分かれて、地域住民や保護者の視点から「新
しい学校で何ができる？」をテーマとしたワークを行いました。国内外の取組事例
のカードも参考にしながら、自分たちができること、やってみたいことについて、
数多くのアイデアが生まれました。

地域住民や保護者が

学校で取り組めること

新しい学校への期待

・学校の空間を地域にも開き、子どもと地域住民が交流できる取組
・屋外環境として菜園やそこでの収穫体験など「循環」をテーマとした学びや活動
・保護者や地域住民による学校づくりに関わるボランティア、未就学児の保護者との交流

グループ１

・農の体験。植える、育てる、収穫する、食べる、コンポストから土へ
・地域の美化活動などを通じて、子どもとその親、地域住民がつながりをもてる仕組み
・御所の多様な資源を活用して地域全体で子どもたちを育てていく

グループ２

・学校と地域が連携したプログラム等の調整を行う「人材」が必要
・地域の関係主体も含めた学校運営を支えるための「協議会」の必要性
・幼保との縦のつながりや、行政機関や専門機関との連携

グループ３

・ふるさと意識を育むための学びにおける地域資源（自然、人材、文化など）との連携
・大人の学びの拠点としてや、地域の人が講師になるなど、市民が「自分の学校」と思える場
・異学年や多様性などを生かした学習

グループ４
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・つながりを生み出す「開かれた学びの空間」
・異学年や地域とのかかわりの中で、多様な考え
に触れ、学びを広げる

・多様な学びを支える「柔軟で可変的な教室環境」
・探究・協働・少人数対応など、多様な学び方への
対応が必要

見
え
て
き
た
視
点

・オープンスペースや大階段など、自然に交流が
生まれる空間
・学年を越えて使える共有空間の確保
・地域が活用できるスペースの整備

・可動式間仕切りによる柔軟な教室構成
・少人数学習室や個別支援室の充実
・ICT環境を前提とした高速ネットワーク整備

空
間
整
備
に
関
わ
る
ポ
イ
ン
ト

3つのワークショップ（子ども、教職員、市民）を通じて、それぞれの立場からの大切なご意見やアイデアをたくさんい
ただくことができました。これらを通じて、新しい学校づくりに向けた大切な視点や、空間整備に関わるポイントも見
えてきました。

ワークショップ全体の
意見の整理

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
主
な
意
見

3つのワークショップから見えてきた学校づくり視点や空間整備のポイント

みんなが集まれる広い場所
友だちとたくさん話せる場所
高校生との交流
地域の人や団体が使える部屋
図書室やプール等は地域住民も使える
発表ができるステージ
ランチルームで地域と一緒に食べる機会

学年を超えた協働学習がしやすい空間
子ども同士が自然に関われる共用スペース
実験や体験をたくさんしたい
いろいろな学び方に対応できる教室
少人数指導ができる教室を確保したい
一人でもグループでも学べる教室がいい
一人一人の個性や得意なことを伸ばせる学校
にして欲しい
これからの社会に必要な力を育てる柔軟な教
育を進めて欲しい
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・心身を支える「安心・支援の拠点機能」
・子ども一人ひとりを支える体制と施設整備

・地域と未来をつなぐ「共創の拠点」
・地域とともに子どもを育てる学校

・スクールカウンセラーや外部専門職と連携しや
すい空間
・見守りやすく、安全性に配慮した動線設計

・地域活動やボランティアが入りやすい受付・調
整機能
・防災拠点としての設備整備
・自然・農体験などを取り入れられる屋外環境
・早朝や放課後、休日など時間の変化に応じた学
校の地域開放が工夫できるデザイン

子どもワークショップ 教職員ワークショップ 市民ワークショップ

しんどいときに行ける場所が欲しい
一人になれるスペースが欲しい
いじめのない学校が良い
クールダウンスペースが必要
スクールカウンセラーや外部専門職と連携し
やすい空間が欲しい
保護者対応ができる個室を確保したい
各フロアーに先生ステーションが欲しい
見守りやすい動線設計
子どもが安心して通える学校にして欲しい
不登校支援を充実させて欲しい

子どもと地域が日常的に交流できる仕組みが
欲しい
世代を超えたつながりを育てたい
地域行事と学校をもっと連動させる
子どもと地域が共に学べる場所に
学校運営協議会の必要性
大人たちも「自分の学校」と思える場や機会
学校と市民団体の交流
地域の人が気軽に立ち寄れる学校
災害のときも安全な学校
地域の人たちとのイベント交流したい
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2026年3月

御所市教育委員会


